
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
る

自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織
と
は

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
、
起
こ
り
う
る
災
害
に
対
し
て
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
た
め

に
、
災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
か

ら
地
域
の
方
々
が
一
緒
に
な
っ
て
防
災
活

動
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
で
す
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、

役
場
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
「
公
助
」
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
、
被
害
が
拡
大
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
分
自

身
で
自
分
や
家
族
の
命
、財
産
を
守
る「
自

助
」
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ

る
近
所
や
地
域
の
人
々
が
、
互
い
に
協
力

し
合
い
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
む「
共
助
」

が
必
要
で
す
。

防
災
の
基
本
は「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
上
手
く
連
携
す
る
こ

と
で
防
災
対
策
は
効
果
を
発
揮
し
、
被
害

の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
地
域
に
お
い
て
「
自

助
」
と
「
共
助
」
を
推
進
す
る
役
割
を
担

い
、
地
域
の
防
災
力
の
中
核
と
な
る
大
切

な
組
織
で
す
。

有
田
川
町
で
は
、
1
0
2
の
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

班
・
体
制
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
実
情

に
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
毎
年
20
～
30
組
織
が
初
期
消
火

訓
練
や
防
災
研
修
会
な
ど
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
補
助
金
を

活
用
し
、
発
電
機
や
炊
き
出
し
機
材
な
ど

の
資
機
材
整
備
を
実
施
し
、
日
頃
か
ら
も

し
も
の
時
に
備
え
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

役
割

日
頃
か
ら
地
域
内
の
安
全
点
検
や
防
災

知
識
の
普
及
・
啓
発
、
防
災
訓
練
の
実
施
、

防
災
資
機
材
の
整
備
・
管
理
な
ど
災
害
に

対
す
る
備
え
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
時
に

は
、
初
期
消
火
活
動
、
被
災
者
の
救
出
・

救
助
、
情
報
の
収
集
、
避
難
誘
導
、
避
難

所
の
運
営
な
ど
の
活
動
を
行
う
な
ど
、
非

常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

誰
し
も
が

自
主
防
災
組
織
の
一
員
で
す

自助

自分（家族）の命は
自分（家族）で守る

共助

自分達（地域・組織・グループ）は
自分達（地域・組織・グループ）で守る

公助

行政機関等
（消防・警察・自衛隊など）が守る
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